











王朝の終焉を告げる辛亥革命が始まった。清政府は政局の安定を図るため、これまでの皇族内閣を解散して立憲を約束する一方、いったん失脚させた袁世凱を再度起用し、第二代目の内閣総理大臣に任命した（十一月一日） 。袁の軍事面における実力を頼りに反乱軍の鎮定を目論んだのである。しかし、袁は清朝廷の意向に従わず、部下の段祺瑞、馮国璋を革命の鎮圧に向かわせつつ、秘密使者蔡廷幹 唐紹儀を武昌上海に派遣し、南方政府代表との接触、会談を試みた。十二月一八日、第一回南北密談は上海 英租界で行 れ、袁は「立憲君主制」の樹立をスタートラインに、南方政府との妥協を探った。
一方、日本にいる君主立憲派の領袖康有為と梁啓超も、革命後、立


























− 136 − − 137 − （24）












士十三期に相当）であり、同期には張紹曽、一期下（二五名）に藍天蔚がいた。一八九八年暮（光緒二四年十一月） 、湖広総督張之洞 派遣され日本に渡ったが、翌 一月二十日陸士の予備校に当たる成城学校の新設清国留学生部に入学し、 九〇〇年七月卒業し
（
7）。さらに近







一九〇〇年の八月、ちょうど成城学校を卒業し、近衛師団の実習が始まる前の間であった。ちなみに成城学校と士官学校における留学生部の学制も学級も、 日本人の正規生と違い、 在籍期間は約半分と短かった。いわば、清国、韓国人留学 ための速 コースである。７．立憲派と滦州兵諌 関わり
梁は事件公表の当日（十月二九日、 旧暦九月八日） 、 兄弟子徐君勉（勤）
に「北洋軍を利用して政権を転覆し、即時国会を開きて革命党を安堵せしめ、 是則国救わるべし 否ならば亡国を待つ み。時期既に成熟し、余も即時現地入り、数万金会所に到着後 電信で送付せよ」
（
10）、と電
報を打ち、また長文の書簡におい 次のような「奇功」を狙う行動計画の仔細を示し、自らも「束装待発」 、帰国を準備 ていると伝えた。即ち、 「まず北京の禁衛軍（協統良弼） 反乱を策動して、載慶、載沢ら旧勢力を駆除して載涛（光緒帝 異母弟）を総理に擁立し、盛宣懐（郵傳部大臣）を殺してその罪を天下に謝し
（
11）、即日国会を開く。また、



































なく、梁党一派は挙兵について、呉禄貞や、良弼、あるいは軍諮大臣の載涛との間に何らかの密謀議か、暗黙の了解かがあったと考えられる。また、こ 工作の筋は、梁啓超（謀議） 、載涛（対象）の線で行われ、新軍（呉禄貞）だけで なく、禁衛軍（良弼）も利用の対象で った。言い換えれば 「永平秋操」 謀議は事実であり かつ今まで言われるような新軍内部（士官三傑）による革命蜂起の ではなく、梁啓超党の工作員も関わった、立憲のための宮廷政変 あった。
結局政変の計画は、辛亥革命の勃発と永平秋操の取りやめによって
不発に終わったが、梁党 新 の らも諦 ず、むしろ武昌蜂起の革命情勢を利用して 再び政変 時期を狙った。韓鋒は《武昌起義後在京党人的活動》の文章の中に
武昌蜂起下で政局不安の間、梁啓超は湯済武、林長民等立憲党
人を招いて会議を開き、清朝廷の高官例えば、軍諮大臣載涛、民政大臣善耆、陸軍大臣蔭昌 禁衛軍都統良弼等から代表を寄越し会議に列席した。会場では、朝廷に圧力をかけ即時立憲の声明を頒布させる主張が大数を占めた。散会後、載涛は使者を遣わし梁に意見を徴し、いわく満人の中頑固の輩が多く、憲法のスムースな頒布は容認しないだろう。武力を背景に 譲歩 逼る軍の有力者を担ぎ出せないか。そこで、梁啓超は張敬輿（紹曽）を推薦し、其名も“立憲党”のリストに加えた。








秘密保持のためそ 内容 最後まで兄弟子の徐君勉（康有為の側近）に知らせなかっ 。徐に秘密にした理由は 師康有為からの余計な牽制や、秘密漏洩を避けたかった めと思われる。
以上を総合すると、武昌蜂起（辛亥革命）のあと、梁啓超は自党の


































が、問題は実行能力にあった。梁党には国内での活動拠点も軍事力もなく、全ては少数人の「工作」 、策動を通じて「他力」の助けに頼っていたからである。また、工作ための資金源も大きな問題であった。 「今は妙手空空、すべ 天の頼み み」と帰国する前の梁は嘆く。連絡電報代、党人の派遣はもちろん金がかかるが 軍隊 動かすとすれば、更なる桁違いの大金が必要となる。 「禁衛軍及び第六鎮 腹心軍人の協力に口約束だけでは済まされぬ、数万金を用意しなければ、如何にして相手の歓心を惹 るか」
（
21）、梁は「成敗の鍵」は、資金にあると見
ていた。実は梁帰国の直前、計画案を事前に徐君勉に漏らし 理由 、募金の協力要請 ためであった。同じように この前後、梁は事件発生の予告を、庇護者 犬養毅、柏原文太郎にも秘密裏に知らせ、資金援助を無心したと思われる。前に触れ 犬養 柏原によ 「梁の帰国旅費」の工面も、梁の要請に答えるために違いない。
梁は、 「今後の一ヶ月は中国の存亡を決める大事な時期、機会を逃す
と二度と来まい と見て、北京政変を起こすため「和袁、慰革，逼満、服漢」 という 「我の党の大方針」 を携えて、 十一月四日 神戸を発った。 「吾人同志皆京に結集、 事成則同建大業、 敗則同難に帰さん」 。出発に際して梁は死を覚悟して たようであった。
十一月九日梁は大連に着き、それから奉天に いり、迎えに来た熊











張の「十二箇条の政綱」に、大日本帝国憲法に似ているような皇帝主権のアクセントを加えたもので るが、 「憲法」と「国会」の権威を確立し、梁啓超 立場から言えば、不満のない内容と思われる。一説に依れば、 こ 資政院の 九条信条は 「任公 〔梁啓超〕 が庚戍
俱乐
の名義を仮て」

























しかし、張の優柔不断と政変計画が外に漏れた め、朝廷側が事前に封じ込め対応策を講じ、十一月六日張紹曽の第二十鎮統制の職が免ぜられたのに続き 翌日、呉禄貞も石家荘の駅で袁世凱（一説 よ ば良弼）の刺客 暗殺された。
呉の死で梁啓超はショックを受けた。 「数日来、形勢刻々と変転し、




























































世凱は新内閣を発足させた。閣僚のリストに梁の名前（副法律大臣）が載っていたが、梁は皇室墨付の袁と組む気はなく、袁 誘い 謝絶した。新中国の誕生 もはや時間の問題であり、 将来の政治形態は君主立憲か、共和制か 、今重要な課題になってきた。中国全体を制するため、南方の共和派も悦服させ、自らの政治目標に取 込 必要があると梁は考えていたようだ。帰国後の梁は康有為ととも 仕切り直して、筆 強みに頼っ 「立憲君主制」の理論づくりに励んだ。康有為の《救亡論》十篇、 《共和政体論》
（
41）に続いて、梁啓超は『新中国之建設』という文
章を著し アメリカの共和制など、種々 立憲政治体制の か、 「虚君共和」 （立憲君主）の制度はもっとも新中国の政体 合う 説く。 天下の安寧を欲すれば、 英の虚君制が倣う可し。時勢に順するこ 欲すれば現存 皇統 虚存せしむる他なからん」
（
42）。梁は、革命の共和派と似非
立憲の旧朝廷の両陣営の間 立 、自らの虚君共和の理論で第三勢力の結集を呼びかけた。団結 対象は、袁 府内 立憲派を始め 「虚君共和」を受け入れ得る革命党中 右派、及び清朝の旧臣（総督、都督、巡撫）を中心とする実力層であり、武昌蜂起に呼応して各地で起こった独立宣言の流れの中で、革命派と主導権を争う狙いもあった。
梁は 「虚君共和」 の政治理想を武昌蜂起後の政治運動に注入するため、

















































































− 128 − − 129 − （32）


































































この二点から見れば、孫文の革命派政権はいずれも犬養の合格ラインに達していな った。そのため、犬養は表面上南方革命派と孫文を支持するが、その実力と可能性に対する採点が低かった。また、孫文による共和制の政権構想に当初から支持し かったと言える。すなわち、辛亥革命に際して 犬養毅 は 「孫文と中国革命を支持した」従来イメージとほど遠い、別の顔があったと言える。
一方、犬養と梁啓超との違いは、袁世凱との距離にあり、犬養は北










ある。彼は、共和制か、立憲君主制かの政権形態ではなく、憲法政治の政体実現と、国家統一、安定及び親日政権の樹立とい 判断から、 各政治勢力の大同団結を訴えた。この姿勢は犬養の一貫したも で、先述した一八九八年頃の康、梁と孫の和解努力もそ 一例だが前の一九〇八年七月、康、梁の立憲派団体「政聞社」の会合にも「中国はあるいは革命といい あるいは いうが、要は、適当な人がこれに責任をもって早くやることです」
（
59）と演説した。その後討袁の
二次革命時、 「帝制でもよ 共和制 もよい、 にかく日本と平和の交際が出来さえすればいずれ 構わぬ」 放言して憚らな っ
（
60）。









存続も望んでいた。傍若無人で政党人、財界人を片っ端から罵倒した犬養ではあるが、頭山満と同じように熱烈な尊皇派であ た。南京で孫文から政府顧問の辞令が渡された際、 「我輩を任命するものは、日本の天皇以外にない、失礼なことをいうな」と孫を叱りつけ辞令を受け取らなかった逸話が ほどである
（
61）。清王朝の打倒を目指す革命








く、政治家として犬養の特色というべき面がある。宮崎滔天、萱野長知、内田良平、頭山満等他 大陸浪人の多くは 宮崎滔天 「支那命主義」から来た純真と、内田良平のような満蒙支配の利権意識 差があるものの、言論においても、活動においても概ね「革命派」 、また孫文らの南方政府を支持して たと言える。彼らは犬養との間で 「倒










評価は、 多くの献身者を含む大陸浪人全体 またその代表とする犬養毅、頭山満に対するも ではないか。
二、犬養、大陸浪人らによる「勧告」は悉く革命政府に無視されて
いる結果を見れば、辛亥革命時、革命派が彼らに期待したのはいかなる 「忠言」 、 「勧告」 でもなかった。革命活動への直接 支援、 参加のほか、１．日本政界の承認、 支持の獲得 ２．借款による資金 援助、 および３．情報の収集などの面での協力であり、これらの点に関して、政界人しての犬養も、また革命の裏舞台 活躍した浪人たちも、相当 役割を果たしたと言える。
三、革命派志士と大陸浪人との信頼関係は、辛亥革命時のみのもの



















ずしも政治上の信仰、 主義からの一致ではなく、 それを結ぶ要素 中反専制的、在野的、志士・豪傑 間の情誼と、互いの同類認知もあった。野村浩一も気づいたように「まさに一片 、しかもやはり貴重な情誼」










趣味の多い知識人、文化人の顔も り、革命者、大陸浪人と違 て、さらに康有為、梁啓超を始め 中国 文化 、知識 と交流し 文化・歴史面で連帯の輪を広げる可能性もあった。この面について、次論に譲り い。（
1）		 一九一一年、清王朝の鉄道国有化令に反対する民衆蜂起。鉄道国有化により列強から六〇〇万ポンドの借款を獲得しようとした清王朝に対し、湖南・湖北・広東・四川などの民衆は保路同志会を結成して闘い、辛亥革命の口火を切った。
（







4）		 前掲丁文江 趙豊田編 《梁啓超年譜長編》 、五五八頁。
（
5）		 内容は以下のようである。一、大清皇帝万世一系の皇統を守る。二、本年内に於て国会を招集す。三、国会によって憲法を起草，皇帝の名義で之を宣布す。但皇帝には否定、修正権を与えず 四、条約の締結などは国会によって決め皇帝の名義で宣布す。五、皇帝は陸海軍の統率権 有す、但 内 おけ 軍事行動について、 の議決が必要とす。六、死刑の施行は法律による。七、国事犯を釈放する。八、責任内閣を作り 総理大臣は国会により選出す。…皇族は国務大臣になってはならない。九、国会には改憲 発議 あ 。十、政府予算 国会による審議が必要。十一、増税などの事項 の議決を要十二、軍人にも参政権を有す （張国淦編 《辛亥革命史料》 龍門聯合書局、一九年一九八頁） 。なお、九月八日（西暦十月二 日） 「張紹曽致資政院電」によると、十二箇条政綱を資政院 提出したの 六日（二七日）である。二日間伏せられ、二九日に明るみに出た（杜春和編《辛亥滦州兵諌函電資料選》 《近代史資料》総九一号 中国社会科学出版社 一九九七年 五五頁）
（
6）		 寧武 《東北辛亥革命簡述》 《辛亥革命回憶録》 第 集、文史資料出版社 一九八一年、五四四頁。
（






10）		 前掲丁文江、趙豊田編 《梁啓超年譜長編》 五五二頁。
（
11）		 清政府郵傳部大臣盛宣懐の鉄道国有政策は 保路運動ひいては辛亥革命 引き起こしたとされる。
（
12）		 前掲丁文江、趙豊田編 《梁啓超 譜長編》 、五五四頁。
（































19）  董方奎 《論滦州兵諌和士官三杰》 《歴 研究》 一九八一年第一期 五九頁。
（
20）  「張紹曽立憲軍之義条」 、 （杜春和編《辛亥滦州兵諌函电資料选》 《近代史資料》総九一号、中国社会科学出版社、一九九七年） 、六九、 七〇頁。
（
21）  前掲丁文江、趙豊田編 《梁啓超年譜長編》 、五五五頁。
（









































































27）  最近、董叢林が 《 “滦州兵諌” 与 “十九信条” 出台》 の論 において、資政院 十九信
条は張紹曽の十二箇条政綱の骨抜きではなく、 「全面、規範化の進歩」 だとその同質性を論じ、また張紹曽もこの十九信条に対して 「否定せず、認可」 したとしている （ 《河北師範大学学報・哲学社会科学版》 二〇一三年第一期、四四頁、参照） 。
（
28）  《新中国建設問題》 前掲丁文江、趙豊田編 《梁啓超年譜長編》 、五六六頁。
（
29）  十一月三日「張紹曽致軍諮府電」 （杜春和編《辛亥滦州兵諌函電資料選》 《近代史資料》 総九一号、六二頁） 。なお、趙潤生、馬亮寛は前掲 《略論辛亥滦州兵諌》 において、この電文を以て、張紹曽が十九信条に対する反発だとしているが （二五頁） 日付を見れば、この電報は同日の行き違い 電文で、 時点で、張はまだ十九信条の内容を受け取っていなかったと思われる また電文も十九信条の内容に触れていない。
（
30）  「張紹曽草拟立憲軍之義条」 （前掲杜春和編 《辛亥滦州兵諌函電資料選》 ） 六九頁。
（
31）  「復張紹曽電」 章開沅編 《呉禄貞集》 、 華中師範大学出版社、 一九八九年、 二七〇
（
32）  前掲丁文江、趙豊田編 《梁啓超年譜長編》 、五六〇～五六一頁。
（
33）  《梁啓超年譜長編》 において 「次帥 と会うと書かれているが 爾巽の号 「次珊」の隠語である。
（
34）  前掲丁文江、趙豊田編 《梁啓超年譜長編》 、五六一頁。
（













37）  胡縄武、金沖及 《辛亥革命史稿》 第四巻、上海辞書出版社、二〇一一年、四〇一頁。
（
38）  前掲丁文江、趙豊田編 《梁啓超年譜長 》 、五六二頁。
（
39）  楊天石は 《康有為的聯満倒袁計劃》 において、 ＂ 二人間 （呉禄貞 潘若海） 有某種協議是肯定的。梁啓超回国之所以如此
踌
躇満志、与他和呉禄貞、張紹曽之間的聯
繫顕然有関＂ と密謀の内容を肯定している （ 《復旦学報・社会科学版》 一九九七年第六期、六七頁）
（
40）  馬亮寛 《試論辛亥滦州兵諌与立憲派之関係》 （ 《聊城大学 哲学社会科学版》 、山東・二〇〇二年第六期） 、三八頁。
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